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環の表現論は、Cartan-Eilenberg [2] によって創設されたホモロジー代数を契機とし
て目覚ましい発展を遂げてきました。特に、彼らによって導入された加群の射影分解
は、現代の環の表現論に必須の概念となっています。
極小射影分解が高次数で周期的であるような加群を終局周期加群といいます。この
加群には、極小射影分解が周期的になる次数およびその周期という 2つの値が付随し
ています。Avramov [1] は、ある仮定のもと、終局周期加群の次数の上界を与え、周期
は1か2であることを示しています。また、講演者 [6] は、終局周期加群の周期とテイ
トコホモロジー環の斉次可逆元の次数の間に密接な関係があることを見出しています。
上記以外にも次数・周期に関する結果 [3, 4, 5] があることを指摘しておきます。
この講演では、終局周期加群に付随している次数に焦点をあて、現在までに得られ
ている結果について説明します。具体的には、まず、次数を詳しく調べるための道具
として加群の周期次元を導入し、その基本的な性質を述べることから始めます。その
後、ゴレンシュタイン次元による周期次元の不等式評価や多元環の両側周期次元に関
する結果を紹介したいと思います。
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